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令和2年度 山門高校 第3学年

～伝統を後輩に繋ぐ、僕らの大運動会～

新型コロナウィルスで、私たちの大運動会がなくなり、誰もが悔しい思いをしています。そして、後輩達に残したい物を残せなかった後悔と、それでも切り替えて前
を向き、受験に向け準備しなければならないという葛藤があります。そこで、しっかり区切りをつけて進路実現に向かうことを目的として、この集会を行います。
（生徒会3年生作成 実施要項より）

令和２年６月１６日（火）、梅雨期間でしたが、この日だけは晴天となりました。スタンドも幟もブロック旗もありませんが、先輩から引き継いだ伝統を、
後輩達につなぐために、各ブロックの応援歌、学校応援を披露しました。撮り直しなしの１度限りの本番。ビデオに記録し後輩達に残しました。かっこいい
ぞ！３年生！ そして、９名の「大運動会実行委員会」の生徒会メンバー！ 短期間での計画・準備。見事でした。

令和２年度 山門高校 学校応援
立ち上がれ 山門生 信じあう仲間とともに つなぎあう手を 離さない限り 山門の絆は 永遠に続く！
この広く 青い空に 大きな希望と 大いなる夢を乗せて 明日に向かって 突き進め！ 未来をつかめ！

山門高校が 今 再び 花開く！

いま、ここ、とことん全力 （学年通信第２号）

「今日の７限、俺たちの大運動会のようなものがあり、心から叫んで歌い、楽しみ、仲間とよく支え合えたと思
います。大運動会に比べたらそりゃ小さなことかもしれないが、その小さなことが俺たちにとっては大きかった。今
の学年で良かったとも思えた。」 「今日の７限目は充実した時間を過ごせました。３年生だけの応援合戦、学
校応援歌でした。１・２年生と歌ってみたかった、練習したかったなって思いもありましたが、友達同士最後だから
思いっきし叫ぼうよと、声をかけ合い楽しめました。生徒会のみなさん、ブロックリーダーのみんなが仕切ってくれ
て、盛り上げてくれました。本当に感謝しています。」 「今日の７限目の会のおかげで、運動会ができないこ
とを受け止めることができ、受験に向かって切り替えていかなければいけないなと思いました。運動会ができない
悔しさを勉強に向けて自分が成長できるようにしていきたいと思います。」 「今日みたいに区切りを付けさせ
てもらったこと感謝でしかないなって思いました。山門高校みんなで頑張ろうって改めて思えたし、好きだなって思
いました。みんなと見る景色はほんと思い出です。勉強も頑張ります！」

＜コロナ対策も万全に！＞

マスクにシート、間隔をとった座席など、
安全確保に努めながら、学習に取り組ん
でいます。黒板の見えづらさも、シートの
位置の変更で解決策が進行中です。

飛沫防止の
ビニールシート

終礼後、夕課外後、
必ず消毒します！

この仲間と、最後までともに走り抜けよう 丹羽 朋子

コロナでたくさんの悔し涙を流した３年生ですが、工夫と心の持ち方でしっかりと頑張っています。６月１６日の３
年生だけの大運動会（たった１時間ですが）の姿はまぶしいものでした。心の温かさがにじみ出ている感想をご紹
介します。一人ひとりに出会えた奇跡に感謝して、生徒も教師も手を取り合って最後まで走り抜けます。



生徒会の皆さん！ありがとう！お疲れ様！

石井 涼真君 山田 千暁さん 武藤 栄里さん 豊田 翔吾君 米本 豊君 大坪 由依さん 石川 哉汰君 冨永 流加君 長 美沙希さん

各ブロックの代表者が、１・２年生に向けて、さらに

今後にむけての思いを発表しました。 (その一部を紹介しています）。

これは
誰？

★大学入試制度も変わる年で対策も難しく、コロナの影響で楽
しみにしていた運動会や部活動の最後の大会もなくなりました。
１・2年生に対して、運動会で3年生らしい姿を見せることはでき
ませんでしたが、違った形で見せられるようにどんな時でも山門
高校生としての誇りを持ちます。 ＜樽見 真衣 (蒲池中)＞

★私たちは、今年こそは、どの部門でも1位をとって、優勝したい
と思っていました。しかし、新型コロナウィルスの影響で大運動
会が中止になり、とても悔しいです。その悔しい思いを胸に、今
から、どのブロックよりも大きな声で歌います。

＜立野 結菜 (三橋中)＞

★私たち3年生は全員が「自分が引っ張っていく」という気持ち
で、運動会に挑もうとしていましたが、叶えることはできません
でした。１・２年生に私たちの思いを引き継いでもらって、学年
関係なく、良いブロックを作りあげてほしいと思います。

＜本山 璃子 (福岡教育大学附属久留米中)＞

★今回コロナの影響を受け、大運動会が中止になりました。
普段関わることがない人と関わったり、多くの人と協力して
活動する機会がなくなったのはとても残念です。これからは、
希望進路の実現と充実した大学生活を目指して、みんなで
頑張って生きましょう。 ＜野口 章吾 (三橋中)＞

★いつものように私たちは、運動会があると思っていました。
だけど新型コロナウィルスのためできません。１・２年生は
私たちの思いを引き継いで、来年こそ優勝してください。私
たちは3年生で一つとなって受験に向けて頑張ります。

＜溝上 真琴 (柳城中)＞

★私たちの大運動会を成功させるという目標は実現されない
まま、消えてしまいました。大運動会で果たすことのできな
かった思いは、後輩に託し、私たちが今やるべきことは受験に
向かって気持ちを切り替えることだと思うので頑張ります。

＜成清 百花 (柳南中)＞

★私は赤ブロックとして勝ちたかったという思いと、自分自身を成
長させるために、リーダーとして頑張りたかったです。しかし、「ピ
ンチをチャンスに」という言葉があるように、このピンチをマイナス
に捉えず、プラスに捉え、それぞれの目標をしっかり定めて、そ
の目標に向かっていきましょう。 ＜西村 仁 (柳城中)＞

★次の大運動会にむけて僕たちができることは、このようにして
カメラに収め、後輩に残すことだと思います。現在のこのような
状況を経験した１・２年生のみんななら、考え方がよりよくなり、
よりよい大運動会にできると信じています。＜原 篤拡 (城島中)＞

★今年の私達3年生は、2連覇を目標に掲げていました。しかし、
私達には、その目標を達成するチャンスは廻ってきませんでした。
来年の赤ブロックの皆さんは、チャンスがある限り、努力し、最
後まであきらめず、優勝目指して頑張ってください。

＜中澤 輝沙 (三又中)＞

記録に残そうと、先生
達も頑張っています

（三又中） （柳南中） （蒲池中） （大和中） （高田中） （大木中） （大和中） （三橋中） （三又中）


